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解説：震源断層を特定した地震動予測地図 
強震動予測と震源断層を特定した地震動予測地図作成の概要（立川断層帯の例） 

震源断層を特定した地震動予測地図とは、ある特定の地震の破壊シナリオが生じた場合に各

地点がどのように揺れるのかを計算してその分布を地図に示したものである。 

長期評価結果 

特性化震源モデル 
（鉛直断層面） 

強震動評価レシピ 

浅い地盤構造 

深い地盤構造 

地震基盤以深
の地殻構造 

▼詳細法工学的基盤 

▼地震基盤 

▼地表 

地震動波形とその計測震度 

震度 

各メッシュで
の震度増分に
よる増幅評価 

三次元的に変化す
る地中を伝播する
地震波の数値計算 

震源断層 主要な破壊領域 
（アスペリティ） 破壊開始点 

地域に応じた S 波速度 300～
700m/s 程度以上の地盤の上面 

S 波速度 3000m/s
程度の岩盤の上面 

詳細法 

浅い地盤構造 

伝播経路 

▼工学的基盤 

▼地表 

最大速度 

最大速度 震度 

各メッシュ
での地盤増
幅率による
増幅評価 

地震規模と断層
からの距離に基
づく経験式（距離
減衰式）による地
震動強さの計算 

震源断層 

全国一律に S 波速度
400m/s 相当層の上面 

簡便法 

経験式による変換 

簡便法地図 

ケース１ ケース２ 

ケース１ ケース２ 

７ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ３以下 

震度 
７ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ３以下 

震度 
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震源断層を特定した地震動予測地図には、工学的基盤の地震動最大速度の分布図、地表の地

震動最大速度の分布図、地表の震度の分布図がある。 

工学的基盤
最大速度に
表層地盤増
幅率を乗じ
て地表最大
速度を計算 

工学的基盤最大速度 

地表最大速度 地表震度 

表層地盤増幅率 

想定地震の断層モデル 

解説：震源断層を特定した地震動予測地図 
工学的基盤以浅の地震動の計算手順（立川断層帯の例） 

工学的基盤計測震度 

震度増分 

：簡便法 

：詳細法 

：詳細法のための震度増分の評価 

工学的基盤速度時刻歴 

工学的基盤
計測震度に
表層地盤震
度増分を乗
じて地表震
度を評価 

距離減衰式 

ハイブ
リッド
合成法 

START 

GOAL 
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解説：震源断層を特定した地震動予測地図 
全国一律に手続き化された強震動予測結果の例（立川断層帯の例） 

★ アスペリティの直上や至近では、大きな地震
動に見舞われる。 

★ アスペリティの破壊伝播の前面（破壊伝播の
延長上）の地域では、大きな地震動に見舞わ
れる。 

★ 表層地盤の良くないところでは、増幅が大き
く、大きな地震動に見舞われる。 

★ 軟らかい地層が厚く堆積している平野や盆地
等では、増幅が大きく、大きな地震動に見舞
われる。 

 
★ これらの条件が複数重なると、震度６強や震

度７の最大級の揺れになる場合もある。 

特性化震源モデル（右端は直交断面図） 

ケース１ ケース２ 

★ 想定地震の震源断層モデルを設定する。 
 
★ 条件の異なる複数の破壊シナリオ（ケース）

が設定されており、その結果を並べて比較検
討することが出来る。 

震源断層モデルの地表面投影 

震源断層を特定した地震動予測地図とは、ある特定の

地震の破壊シナリオが生じた場合に各地点がどのよう

に揺れるのかを計算してその分布を地図に示したもの

である。 

[m] 

地表面の震度分布 

表層地盤増幅率分布 

断層面上には、各シナリオ毎に、アスペリティ
と呼ばれる主要な破壊領域（下図青矩形）と破
壊開始点（下図★印）が設定されている。 

6強 6弱 5弱 5強 3以下 震度 7 4 



－39－ 

 解説：震源断層を特定した地震動予測地図 
複数の破壊シナリオ（ケース）とその効果（糸魚川－静岡構造線断層帯の例） 

破壊 
開始点は
各ケース
とも共通 

北部１＆２のアスペリ
ティが浅くて南寄り 

北部１＆２のアスペリ
ティが浅くて北寄り 

北部１＆２のアスペリ
ティが深くて南寄り 

南部１＆２のアスペリ
ティは各ケース共通 

アスペリティの破壊伝
播の前面地域で大振幅 

アスペリティ直上 
至近で大振幅 

北部はケー
ス１とアス
ペリティ位
置が異なり
結果も異な
る 

北部のアス
ペリティが
深いので地
震動もケー
ス１＆２よ
りは小さめ 

断層近傍に加え諏訪盆地の深い地盤
構造と表層地盤増幅により大振幅 

南部はケー
ス１とモデ
ルが同じで
結果も同様 

南部はケー
ス１とモデ
ルが同じで
結果も同様 

★ 複数の破壊シナリオ（ケース）について比較検討が出来る。 

★ アスペリティの直上、アスペリティの破壊の前面（破壊伝播の延長上）、厚い堆積平野や

盆地、表層地盤の良くないところ等では、大きな地震動に見舞われる。 

★ これらの条件が複数重なると、震度６強や震度７の最大級の揺れになる場合もある。 

ケース３ ケース２ ケース１ 

地表面の震度分布 

震源断層モデルの地表面投影 

遠方だが甲府盆地の深い地盤
構造により周辺よりも増幅 

6強 6弱 5弱 5強 3以下 震度 7 4 
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6強 6弱 5弱 5強 3以下 震度 7 4 

 解説：震源断層を特定した地震動予測地図 
複数の破壊シナリオ（ケース）とその効果（糸魚川－静岡構造線断層帯の例） 

★ 破壊シナリオが生じた場合に各地点がどのよ
うに揺れるのかを計算し、その分布を地図に
示したものである。 

 
★ アスペリティの直上や至近では、大きな地震

動に見舞われる。 
★ アスペリティの破壊伝播の前面（破壊伝播の

延長上）の地域では、大きな地震動に見舞わ
れる。 

★ 表層地盤の良くないところでは、増幅が大き
く、大きな地震動に見舞われる。 

★ 厚い堆積平野や盆地等では、増幅が大きく、
大きな地震動に見舞われる。 

 
★ これらの条件が複数重なると、震度６強以上

の最大級の揺れになる場合もある。 
 
★ 複数の破壊シナリオ（ケース）について異な

る結果を並べて比較検討することが出来る。 

震源断層モデルの地表面投影 

地表面の震度分布 

★ 想定地震の震源断層モデルを設定する。 
 
★ 断層面上には、アスペリティと呼ばれる主要

な破壊領域（陰影部）が設定されている。 
★ 断層面上には、破壊開始点（★印）が設定さ

れている。 
★ 条件の異なる複数の破壊シナリオ（ケース）

が設定されている。 

震源断層を特定した地震動予測地図とは、ある特定の地震の破壊シナリオが生じた場合に各

地点がどのように揺れるのかを計算してその分布を地図に示したものである。 

ケース１  ケース２  ケース３ 




